美術作品の収集

平成24年度新収蔵作品概要

　平成24年度は、新たに125点が収蔵作品として当館のコレクションに加わった（油彩9点、水彩･素描5点、版画4点、彫刻７点、工芸100点）。ただ、長引く道財政状況の厳しさから「美術品取得基金」による購入はできず、これまで同様、新収蔵作品は全て寄贈されたものである。とはいえ、それらは収集の基本方針（北海道の美術、日本近代の美術、エコール･ド･パリ、ガラス工芸、現代の美術）をほぼ網羅しており、当館の方針に沿った貴重な作品の寄贈を受けられたことは幸いである。今後の見通しも不透明な状況ではあるが、引き続き、長期的な視点から広く作品の調査を継続し、状況次第では寄贈を働きかけることでコレクションの充実を図り、ひいては美術館の活動に生かしていく必要があるだろう。

　さて、今回の大きな特色の一つは、100点のガラス工芸作品をまとめて「小柴コレクション」として寄贈していただいたことである。同コレクションは、日本におけるパート･ド･ヴェールの草分けであり、日本の近代ガラス工芸史にユニークな足跡を記したガラス作家・小柴外一(1901～71)が所蔵していた作品群であり、かつて当館の展覧会の中で小柴作品を紹介したことなどから、家族の方より寄贈の申し出をいただいた。そのほとんどは小柴の作品だが、一部、彼が勤めていた岩城硝子製とされる作品、また技法の研究用として作家の手元に置いたガブリエル・アルジィ=ルソー、ルネ･ラリックなどのガラス作品も含まれる。また、このほかに参考作品（資料扱い）として、約80点の作品も併せて寄贈していただいている。

　また同じく特筆すべき寄贈作品は、エコール･ド･パリの代表的な作家・藤田嗣治(1886～1968)の肖像画「家族の肖像」である。藤田は生涯にわたり多くの自画像を制作しているが、これは君代夫人と正式に結婚した1954年、藤田68歳の時の作品。背後には父親と夫人のポートレートが配されているものの、父親は既に13年前に亡くなった88歳の様子を、君代夫人は知り合う前の17歳の姿で描かれている。小品ではあるが、戦後の藤田を語る上では欠かせない極めて貴重な作品である。当館の重要なコレクションの柱であるエコール･ド･パリの作品は寄贈を受ける機会が少ないだけに、その意味でも、今回の収集は意義が大きい。

　北海道の美術に関連する作品は、８作家21点の寄贈を受けた。まず、札幌を中心に、意欲的な制作活動を展開しつつ北海道の現代美術を牽引する阿部典英(1939～)からは、本年度に当館で開催された個展を機に8点の寄贈を受けた。３点はそれぞれ平面から立体へ移行した60年代の作品、70年代のメッキを用いた作品、そして当館では未収蔵の2000年代の代表作《ネエ　ダンナサン　あるいは　否・非・悲》シリーズの10点組作品。残り5点はそのシリーズの原イメージとして描かれ、多くの作品の原点ともなったデッサンである。
　抽象絵画の重鎮として札幌で活動する花田和治(1946～)からは、昨年度末、これくしょん・ぎゃらりい（常設展）で開催された個展を契機に４点の油彩を寄贈していただいた。ハードエッジ絵画などの国際的動向とも連動した70年代の作品、自然景観と結び合わせながら抽象表現を深化させた80年代、90年代の作品、そして、抽象絵画、具象絵画の区分を超え、独自の豊かなイメージの広がりを伝える2000年代の作品と、それぞれの時代を画する代表的な作品により、花田芸術の展開を辿ることが出来る。
　一貫して具象彫刻を手がけてきた小樽の鈴木吾朗(1939～)からは、２点の作品を寄贈していただいた。１点は比較的初期の作品で、さまざまな素材に挑戦して、独自の表現を目指していた時代のコンクリートによる子供の頭像。他の１点は、80年代から本格的に始めたテラコッタによる作品で、躍動感にあふれ、健康的でかつ品位のある女性像という、近年の特色がよく現れている。
[bookmark: _GoBack]　函館出身の小寺真知子(1950～2012)は、30歳でローマに渡り、それ以降は日本とイタリアを舞台に活発な活動を展開していたが、2012年に62歳で急逝した。２点の作品は、イタリアの伝統を踏まえた具象彫刻であり、１点は、全身からエネルギーがほとばしるような生命力、躍動感にみちたダイナミックな女神像。もう１点は、伝統的な技術に裏付けられた端正で気品を漂わせる肖像彫刻。
　旭川の高橋三加子(1943～)は長くにわたり全道展と行動展を主な舞台として活動、一貫して人物、あるいは人物群像を追求している。今回、寄贈を受ける作品は、2002年に始まる「森」シリーズの１点で、混沌とした人間界と自然界との関わり、人間の自然回帰などをモチーフとするなど、近年の作風をよく伝えている。
　西田陽二(1952～)は、札幌を中心に活動する本道具象絵画の第一人者。白を基調とし、室内に女性と静物を配した画面構成を特色とする。第43回日展で第二科特選を受賞した今回の寄贈作品は、静謐な空間の設定と古代風の女性像との呼応により、普遍的な人間像の描出が目指されたもの。
　紋別生まれの佐々木方斎(1951～)は、北海道大学在学中から作品を発表し、70年代、80年代には本道の気鋭の抽象作家として、旺盛な作家活動を展開した。30年以上にわたり一貫して幾何学的抽象である「格子」をモチーフとしており、今回、寄贈を受ける作品もテーマの持続性と新たなヴァリエーションを示している。
　陶芸家の下沢敏也(1960～)は、地元札幌の他、信楽やニューヨークでも陶芸を学ぶ。1990年代以降は他のジャンルとのコラボレーションに取り組み、2000年代以降はスケールの大きなインスタレーションを手がけている。今回の作品も、壁掛けと床置きの2点によるインスタレーションで、作者が追求している「生」をモチーフとしたもの。

　最後に日本近代の受贈作品は、２作家４作品である。まず、1960年代以降の日本を代表するパフォーマンス・アーティストの秋山祐徳太子(1935～)からは３点のポスター。1970年代に２回、「政治のポップアート化」を掲げて東京都知事選に立候補したが、いずれもその時の選挙用に制作された。戦後美術における貴重な記録として注目された作品である。
　三輪途道(1966～)は群馬県生まれで、現在も地元にアトリエを持つ。木芯乾漆という伝統的な技法を用いて、家族や動物など身近なモチーフに取り組むユニークな彫刻家。今回、寄贈を受けた作品は、月に住む天女のような存在を意識したもので、大学院修了後の初個展に出品された、いわば作者の原点となる1点である。

　今回の新たな収集作品により、北海道立近代美術館の総作品収蔵点数は、4,537点となった。コレクションの特色別で見ると、やはり注目されるのはガラス工芸で、約100点が新たに加わり、全体で1，141点、25％強となった。当然、相対的に他の分野の割合は下がることになるが、北海道の美術に関わる作品は、毎年一定程度の寄贈を受ける機会に恵まれている一方で、エコール・ド・パリに関しては、受贈による作品収集では限界があるだけに、今後いかにコレクションを充実させていくべきか、大きな課題である。
(当館学芸部長　柴　　勤)
　　

